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衆議院厚生労働委員会ニュース 

平成 29.4.11 第 193 回国会第 13 号 

 

4 月 11 日（火）、第 13回の委員会が開かれました。 

 

 

（質疑者及び主な質疑内容） 

白須賀 貴 樹君（自民） 

・高齢化が進み介護保険の財政状況が厳しさを増す中で高

所得者の利用者負担割合を２割又は３割とすることにつ

いて、各参考人の見解を伺いたい。 

 

初 鹿 明 博君（民進） 

・利用者負担割合２割の導入の影響について検証を行わな

いまま３割負担を導入することは拙速と考えるが、各参

考人の見解を伺いたい。 

・介護人材の処遇改善を行うに当たっては、対象を全職種

に拡大するとともに、加算ではなく交付金で措置すべき

と考えるが、鈴木参考人、山田参考人及び武久参考人の

見解を伺いたい。 

 

桝 屋 敬 悟君（公明） 

・平成30年度からの第７期介護保険事業計画を見据え、当

面の間、給付の重点化・効率化及び財源の確保をどのよ

うに考えていけばよいか、各参考人の見解を伺いたい。 

・介護保険の給付費に占める税の割合をもう少し増やすこ

とを検討すべきとの意見に対する遠藤参考人の見解を伺

いたい。 

 

堀 内 照 文君（共産） 

・高齢者の自立支援と要介護状態の重度化防止に向けた保

険者機能の強化の取組が、介護サービスの利用抑制につ

ながるとの懸念に対する山田参考人の見解を伺いたい。 

・認知症の初期の人ほど専門職による支援が必要であるこ

と等の問題点について、田部井参考人の見解を伺いたい。 

・介護保険制度における税負担比率を引き上げるという提

言の詳細について、田部井参考人に伺いたい。 

 

 

河 野 正 美君（維新） 

・介護職員と病院における看護助手の処遇改善の問題につ

いて、病院経営者の立場からの鈴木参考人、山田参考人

及び武久参考人の見解を伺いたい。 

・介護医療院創設の効果について、各参考人の見解を伺い

たい。 

・介護保険の利用者負担割合の判定を所得ではなく総資産

に応じた制度とすることに対する遠藤参考人の見解を伺

いたい。 

 

 

 

 

１ 地域包括ケアシステムの強化のための介護保険法等の一部を改正する法律案（内閣提出第 15 号） 

  将来にわたる質の高い介護サービスの提供の確保等のための介護保険法等の一部を改正する法律案（初鹿明博君外６

名提出、衆法第７号） 

  介護・障害福祉従事者の人材確保に関する特別措置法案（初鹿明博君外６名提出、衆法第８号） 

・参考人から意見を聴取し、質疑を行いました。 

（参考人）公益社団法人日本医師会常任理事                     鈴 木 邦 彦君 

     公益社団法人認知症の人と家族の会副代表理事              田部井 康 夫君 

     国立社会保障・人口問題研究所所長                   遠 藤 久 夫君 

     社会医療法人社団健友会理事長 

     全日本民主医療機関連合会副会長                    山 田   智君 

     一般社団法人日本慢性期医療協会会長 

     医療法人平成博愛会博愛記念病院理事長                 武 久 洋 三君 


